
日本画「陰る」 加藤　稔
（作者より寄贈。文化会館3階講堂前にて展示中）
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（一社）高山市文化協会 新役員

第
15
回 

市
民
歴
史
散
歩

「
一
之
宮
・
山
下
城
」 

6
月
28
日（
日
）開
催

参
加
者
募
集

　
高
山
市
文
化
協
会
で
は
、
年
に

一
度
、
地
元
の
歴
史
に
関
わ
る
地

を
訪
ね
る
「
市
民
歴
史
散
歩
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
十
五
回
目
を
迎
え
る
今
回
は
、

初
め
て
一
之
宮
町
を
訪
れ
、「
山

下
城
」
の
周
辺
を
散
策
し
ま
す
。

　
城
を
築
い
た
の
は
、
か
つ
て

飛
騨
を
治
め
た
三
木
氏
の
入
り

婿
「
国
綱
入
道
三さ

ん
た
く澤
」
と
言
わ
れ

て
お
り
、
彼
の
出
自
は
一
之
宮
水

無
神
社
の
神
官
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
三
木
氏
に
婿
入
り
し
た
際
に

居
城
に
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
三
澤
は
、
金
森
氏
の
飛
騨
侵
攻

に
際
し
て
捕
え
ら
れ
、
領
民
の
嘆

願
を
受
け
て
赦
免
さ
れ
ま
し
た

が
、
後
に
金
森
氏
の
統
治
に
不
満

を
持
ち
一
揆
を
起
こ
し
ま
す
。
そ

の
際
、
攻
め
た
の
が
金
森
可
重
の

籠
る
こ
の
山
下
城
で
、
こ
の
戦
い

に
敗
れ
討
死
し
ま
し
た
。

　
山
下
城
か
ら
は
、
三
木
氏
の
主

城
で
あ
る
松
倉
城
が
見
え
、
の
ろ

し
を
使
っ
て
連
絡
を
取
り
合
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
麓
に
は
、
居
所

が
有
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
現
在

は
樹
齢
二
百
年
を
超
え
る
夫
婦
松

が
生
え
て
お
り
、
市
指
定
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
歴
史
散
歩
で
は
、
山
下

城
周
辺
の
居
所
跡
や
三
澤
が
開
い

た
大
幢
寺
、
水
無
神
社
な
ど
を
訪

ね
ま
す
。

◆
日
時
　
六
月
二
十
八
日
（
日
）

　
出
発
午
前
九
時
～
正
午
解
散

（
昼
食
後
）

◆
集
合
　
一
之
宮
支
所
駐
車
場

◆
申
込
方
法
　
五
月
七
日
（
木
）

よ
り
、
参
加
費
五
〇
〇
円
を
添
え

て
文
化
会
館
窓
口
へ

◆
定
員
　
一
〇
〇
名
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

※
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
て
も
参
加
費

の
返
金
は
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。




